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人間の聴覚と音楽
品 野 茂
Human Auditory Sense and Music 
Shigeru T AKANO 
Music is based on the special biological quality of our auditory sense. The spoken 
language or music tones are normally heard intelectualy. But sounds are originaly con-
nected with our emotion and even with our survival. A sudden crash， for example， lets us know 
the danger nearby， frightens us to run away from it， which is caused by the function on the 
lower level of the brain-system. In addition we have special sensibilities for specific sounds 
like the human voice， just as birds do for the chirp or twitter of those of the same species 
Therefore we hear sounds unequaly according to their qualities. But the highly developed 
modern sound-technology affects these naturallive sounds and converts them into such neutral 
ones as we hear comfortably in the private room. These neutral or abstract sounds are th巴
music which we hear through mechanical sound apparatus in our daily lif巴.Modern music is， 
for the most part， deprived of its vivid biological energy 
1.はじめに
外界のなまの音を使うミュージック・コンクレ
ートや環境音楽的発想による音楽は別として，音
楽を担っていく音素材は，一般に自然のままの音
とは異なっている.音楽は，ふつう一定の音高の
持続する音(楽音)を必要とし，それらの音は，
音律によって規定される厳密な音高関係に組み込
まれている.そして，それぞれが独自の機能をも
って旋法という機能体系を形成しているのである.
また，時間的側面においても，互いの音同志は厳
密な定量的関係に置かれ，さらにそれにもとづい
てフレージング感覚や音節構造を形づくる.音の
強弱の自由なコントロールも可能でなければなら
ないし，音色も一定している必要がある.このよ
うに音楽以前の音や響きは，その性質が規定され，
理論化されて，音楽的な音となるのである.
しかし音楽の素材としての音は，意味をになう
記号化した音としての言語音声とはことなり，人
聞の聴覚の生物学的諸特性ともいえるものに基礎
をおいている.それは，外界にはない秩序つ。けら
れた音ではあっても，人間に聴覚的刺激特有の心
理的印象， インパク トなどを与え，また時には生
理的反応をもひき起こすような生きた音なのであ
る.この小論では，音一般が聴覚的刺激として本
来もっている心理的，生理的作用が，文化的産物
としての音楽をその根抵からどのように性格づけ
ているか，という問題を論じてみようと思う .
2 .人間の視覚と聴覚
音楽の成り立つ基盤である聴覚的刺激は，芸術
に関係したもうひとつの感覚である視覚と比較し
て，どんな特性をも っているだろうか?
耳をふさいで外界の音を聞こえないようにして，
目だけから入ってくる情報に注意を集中したとき，
視覚的世界のもつ性格が浮き彫りにされる.音の
ない見られた世界は，それ自体とても明確で，隅々
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まで正確である.その気になれば，物の大きさを
測って，それらを厳密に比較することもできる.
われわれは，歩いて移動するときも，何か作業を
するときも，本を読むときも，常に視覚的情報に
頼りながら行動している.
人聞の生にと って，視覚的情報が不可欠である
ことは，人聞がとくに高度な視覚能力を発達させ
ていることをみてもわかる.2つの目は顔の正面
に前を向いて並び， 自分と対象物との距離を正確
に把握し，物の立体的な形を認識する.また物の
輪郭ばかりでなく，輪郭内部の細部も識別できる.
人聞の視神経は，脳の非常に広い範囲とつながっ
ていて，伝えられた情報はあらゆる角度から分析
された後，ひとつの像に統合される.視覚は，こ
のように知的で冷静な観察や分析に耐えるだけの
客観的正確さをもった大量の情報を伝えてくれる.
それに対して，聴覚を通して伝えられる情報は，
かなり性格を異にしている. 目を閉じると，われ
われは音の世界のまっただなかに置かれる.聴覚
はふつう常に外界に対して聞かれていて， 自のよ
うにかんたんに自ら情報を遮断してしまうことは
できない.こうして外界における重要な音の情報
は，大抵われわれの耳に届き，睡眠中ですら，そ
れに反応することができる.
とはいえ，聞こえてくる音だけによって外界の
ありさまを知ることは，かなり困難で、ある.どん
なに外界の音を多く集めてみても，それは目の一
瞥から得られる情報に遠く及ばない.元来聴覚は，
客観的で、正確な情報伝達には向いていないといえ
る.そのかわり，音は人聞の感情と深く結びつい
ている.記録された過去の音は，その当時の自分
の心の状態をありありと思い出させてくれる.そ
れはあまりにも直接的な作用なので，あたかも自
分が当時にもどって生きているような錯覚さえ覚
えるほどである.昔のスナップ写真は，当時のま
わりの風景や人物を正確に記録したものであって
も，そのような内面的な作用をもつものではない.
音のない視覚だけの世界は，感情的契機がすっ
ぽりとぬけ落ちた，人間的な意味を欠いた世界で
ある.自己との内的な関係を絶たれた，いわば異
茂
イじされた世界となる.マーラーは，かつて無意味
なこの世の営みを表現するのに，音の聞こえない，
窓の外からみた舞踏会の喧騒のありきまを比喰と
してもちいたり.その場合音は，外界の現象と自分
の内面との聞につながりをつけることによ って，
世界の現象を意味づけるものとしての意味を もっ
ている.それは，単なる比喰というよりも，人間
にとっての音の本性からくる実際の作用であろう.
音からすこし飛躍して音楽のはなしになるが，
音楽が神経的・精神的病いにおよぽす影響には目
をみはるものがある.オリバー・サックスは， I音
楽の，人格を統一し，病を癒すカは根本的なもの
であり，すべての患者にあてはまる.音楽が鳴り
つづけているあいだは，パーキンソン病患者は解
放され，自由になるj，と述べている.
彼女〔患者のひとり〕はしばしば自分が「凍り
っきj，まったく動かず，運動へのきっかけもカ
も考えすらも奪われているのを感じるという .
………ところが，音楽をとつぜん思い浮かべる
ことによって，心の内に音楽が自然に沸きあが
ることによって，運動や活動のカ，具体的な感
覚がとつぜんに蘇り，人格と実在感が回復する.
サックスは，この患者によい作用をおよぽす音楽
は唯一「彼女がたのしめる音楽であるj，とつけ く
わえている 2)
3 .音に対する神経的，生理的反応
人聞は，生存し生活していくために，視覚情報
に大きく依存している.聴覚を失うのに比べて，
視覚を失うことは，ただちに生存にとってのより
深刻な障害となる.目が見えないと，生活上の細々
したことをするにも，いちいち他人の助力に頼ら
なくてはならない.一方，音は，そうした日常生
活に必要な多くの情報を正確に伝えることはでき
ないが，生命にとって脅威となるような危険を回
避する行動を起こさせることができる.これらの
危険は， しばしば異常に大きな音を伴っていて，
そうした大音響が強い生理的な反応，つまり本能
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的な不安や恐怖心を起こさせるからである.概し
て昆虫や動物は，音や空気の動きに対してきわめ
て敏感に反応し，危険を目よりも耳によって察知
する.彼らが，音を伴わない視覚的変化にわりあ
い無関心で内あり，捕獲するには音をたてないこと
が何より肝要であることは，われわれの日頃の体
験からもあきらかであろう.外界の出来事に「危
険」というレッテルを貼るのは，音なのである.
このことは，人間にも当てはまる.グレン ・ド
ーマンとカール ・テラカートは，脳障害児の神経
学的な発達レウーェルを評価する基準として，r成長
プロファイル TheDevelopmental ProfileJを考
案した3) これは，誕生から 6オまでの期聞の神経
の発達段階を 7つに分け，視覚，聴覚，触覚，運
動，言語，手の機能それぞれについて，各段階の
発達状況を記した表としてまとめたものである.
そこにおいて，聴覚の第 1段階は， r驚傍反応」
で，強い聴覚的刺激に対する驚きの反応である.
これは，神経系の中でも下位の延髄と索の行う反
射にもとづいている.聴覚の第 2段階は，恐ろし
い音に対する生命維持のための反応で，脳橋の機
能にもとつがいている.つぎに， ドーマン自身の説
明を引用する.
第一段階は，誕生直後から始まり，この時期
は，子どもの耳に何かが入りこんでいくのも純
粋に自然の反射による.何か大きな音がする と，
驚博反射といわれる反応をし，びくっとする.
これは，子どものどこかに驚きとか恐怖とかが
あることも意味しないし，子どもが聞いた音を
理解しているというのでもない.あくまで単純
な反射活動である.第2段階は，突然の大きな
音に対し，自分の生命を脅かす可能性のあるも
のだと子どもが考えるようになったときに始ま
るといえる.このとき，子どもはび、っくりする
だけでなく泣き叫ぶ.そのときその子どもは，
生命を脅かすようなものに反応し，助けを求め
て泣き叫んでいるといえるだろう叫.
この聴、覚の機能に対応して，言語の領域では，第
l段階には産声と泣き声，第 2段階には危険に遭
遇したときに助けをもとめる泣き声がおかれてい
る.このように，生物としての人間に備わってい
るもっとも基本的な危険回避の行動は，いずれも
音に関係しているのである.また，死に臨んだ末
期患者の精神ケアーを専門とする心理学者のキュ
ーブラー=ロスは，人聞が真に恐怖心をもつのは，
高所からの落下と異常に大きい衝撃音に対してだ
けである，と述べている 5) 生命の危険と関係した
大きい音に対する恐怖心は，音が人間に対して引
き起こす感情的反応の極端な一例と言えるだろう.
外界に対して常に聞かれ，生命維持行動に不可
欠な情動的反応を喚起する聴覚は，人閉め感覚器
官のなかでももっともタフにできている， と言わ
れる.外からの観察ではまったくの人事不省にお
ちいって身体的反応をしめきないような昏睡状態
の患者が，実際には音を聞いていて，そこから周
囲の状況をある程度把握している， といった臨床
的報告は多くみられる 6) また死に際しても，聴覚
の機能は最後まで残存するとされており，r時、性脳
幹反応」の有無の検査が脳死判定の有力な方法と
かんがえられている7)
4.動物と声
ここで，視点をいちど人聞から動物の世界に移
して，その鳴き声のもつ意味や機能について考察
してみる.ここでは， とくに示唆に富んだ少数の
例を引用することで，これまで述べてきた人間と
音についての論をさらに発展させたいと思う .
コンラート ・ローレンツは， コクマルガラスの
群れの観察から，彼らがどのようにして群れとし
ての共同行動をとるのかを明らかにした.そこで
は，ある種の気分が鳴き声となって表出きれ，そ
れを聞いた仲間たちにおなじ気分が伝染していく
結果，共同の行動が誘発されるという，鳴き声の
もつ(言語とはことなった)情動的な性格が浮き
彫りにされている.
この印象的なできごとによって，私は「キャ
ア」と「キュウー」の意味のちがいに注目しは
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じめた.やがて私にはすべてが明らかになった.
どちらの呼び声も「いっしょに飛べ」と誘うも
のである.けれどもコクマルカラスが「キャア」
と叫ぶのは，彼らが遠〈へ行こうとする生理的
気分にあるとき，すなわち巣からよそへ飛ほ、う
とするときである.これにたいして「キュウー」
は家へということを強調する. 一…..'1キャア」
と「キュウー」という叫び声は，まったくその
鳥の生理的気分の表現で，けっして意識して他
の仲間に野原へあるいは巣へむかつて飛ぼうと
誘っているものではない.けれども， 自分の生
理的気分をしめすにすぎないこのまったく無目
的の表現は，おそろしく伝染性をもっている.
ちょうど人間であくびがつぎつぎにうつってい
くようなものだ.この「相互的な気分伝染」に
よってこそ，群れ全体が，たとえばそろって巣
に帰るという統ーされた行動をと りうるのであ
る8)
動物の行動にとって重要な要因のひとつに，な
わばりの防衛が挙げられる.動物の生理的気分は，
なわばりをめくって大きく揺れ動<.そこで重要
な役割を演じるのは，第一に臭いであることは言
うまでもない.臭いは動物にとってきわめて直接
的な刺激で， 自分の臭いのするところは，動物が
心を落ち着かせることのできる自分の領域となる.
周知のごとく ，犬は自分のなわばりにマーキング
をしてまわり，なわばりへの侵入者に対しては吠
え声をたてて不快感をあらわす.臭い付けによる
なわは、りの主張は，サルの世界でも一般的である
が，ホエザルという中南米の森林に住むサルの種
類では，大きな声で鳴くことによってなわばりを
防衛する，という 9) こうした声によるなわばりの
主張も，動物界に広くみられる現象である.鳴き
声による鳥のテリトリー創出について，中沢新ー
は，独自の心理的考察をくわえつつ，つぎのよう
に述べている.
彼ら〔歌う鳥たち〕はその歌を芸術の悦びのた
めに歌っているのではない.空間の悦び，空間
茂
がひとつのテリトリーとしてっくりだされてく
ることの悦びのために，小鳥たちは歌っている
……小鳥たちは，一見そんな風には見えない
けれど，その歌をとおしてじぶんのまわりにじ
ぶんだけのテリト リー を押し出そうとしている
のだ.そのテリト リー のなかにいるとき，鳥た
ちは不安におちいらずにすむ.小さな歌のきれ
はしが，外敵をょせっけないパリヤーになって
いる，という意味だけではない.その小さなリ
ズムとメロディーによって活気づけられた空間
こそ，小鳥がじぶんじしんの力でつくりだした
なじみ深い， くつろげる空間にほかならないか
らなのである川.
人間も言語以前の声をも っているが，そうした
芦には動物の場合と同じようにその時々の気分が
反映し，また同種の気分を誘発する性質があるよ
うに思われる.たとえば，泣き叫ぶ赤ん坊の声に
は，保護をもとめる切迫した感情がそのまま現れ
ていて，それを傍らで聞いていると，抵抗のしょ
うもなく ，赤ん坊の心の状態に同調させられてし
まう .親はあわてて保護の手を差し延べ，関係の
ない人聞は無理やり同調させられてしまったこと
に苛立たしささえおぼえる.また，恐怖の叫び声，
怒りにみちたわめきちらし，泣き声，笑い声，溜
め息、とともに漏れる意味のない声など，いずれも
感情のありのままの表出であり，それを聞く人に
即時に理解されるだけでなしその人に伝染し，
心を同調させてしまう力をもっている.
イギ リスの動物学者のデズモンド・モリスは，
人聞の動物的特性について論じた名著『裸のサルj
のなかで，人聞のもつ言語以前の声について次の
ように述べている.
われわれが他の霊長類と共有している基本的で
本能的な鼻を鳴らす声， うなり声，ぎゃあとい
う声は，新たに獲得された言語的才能のために
すてられてしまうことはなかった.われわれが
生まれつきもっている音声信号は，そのまま残
っていて，依然としてその重要な役割を果たし
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ている.それらは，われわれが建設したことば
の摩天楼の音声的基礎をなしているばかりでな
く，種に典型的なコミュニケーションの手段と
して，それ自体の権利を保持している. 言語的
な信号とはちがって，これらの声は訓練なしに
生じ，あらゆる文化において同ーの意味をあら
わす. ぎゃあという声，泣き声，笑い声， うな
り声， リズミカルな泣き声は， どこでも，誰に
でも同じメッセージを伝達する.他の動物が発
する音と同様，これらは基本的な情緒的気分と
関連しており，われわれにそれを発した個体が
どのような動機づ、けの状態にあるかについて，
直接的な印象を与える 11)
ちなみに，こうした情緒的気分の表現としては，
声のほか，ほほえみ， しかめっ面，渋面，にらみ
つける眼っき，恐怖の顔，怒った顔などがあげら
れる.これらは「人間と他の動物が共有する生物
的ジェスチャー」としての「表出ジェスチャー」
に分類される 12)
5 .特定の音に対する感受性
前に述べたように，異常に大きい音は，動物に
危険回避の行動をとらせるという点で，他の音と
比べて著しく異なっている.この異常に大きい音
は，他のすべての音をかき消してしまうほどのボ
リュームをも っているわけであるから，それがあ
らゆる音に優先して聞かれたとしても当然で、あろ
う.しかし，閉じボリュームの音であっても，音
の性質によって，動物の心理にはたらきかける作
用の程度が異なってくる.つまり，聞こえてくる
外界の音は，みな平等に聞かれているわけではな
いのである.
動物は一般に， 自分の属している種特有の声に
対して，とくに敏感に反応する.I模倣によってさ
えずりを学ばなくてはならない多くの種の幼鳥は，
多種の多くのさえずりが聞こえ，仲間の声が大き
くなくて目立たない状況においても，その種のさ
えずりを選んで模範とするJ13)ことが知られてい
る.同じことは，言言苦を習干与しなくてはならない
人間についても当てはまる.人聞の神経系には，
音の物理的構造にしたがって，音を左右の大脳半
球に自動的にふり分ける機能がそなわっている，
という.このふり分け作業は，大脳皮質下のレヴ
ェルにおいて無意識のうちにおこなわれる.言語
には，母音や子音と母音の音節などに特徴的な構
造(ホルマント構造)があり，その音響的性質が
選別されて言語中枢のある大脳左半球に送られる
のである 14)
ところでこうした言語音に類似した物理的性質
をもった音も，人聞の話し声と同じ脳の領域に達
する. したがって，言語の違いによって，外界音
の左右の脳半球へのふりわけのの仕方も微妙に違
ってくることになる.角田忠信によれば， 日本人
にとって，小川のせせらぎ，風， ;皮，雨などの自
然音は慢性脳支配であり，西欧人では反対側の支
配となる，という 15) また，西洋楽器は両者とも右
脳支配， しかし邦楽器の音は日本人の場合は左脳
支配という興味深い結果も報告されている 16)
こうした音の選別機構によって，人間は氾濫す
る音の洪水の中からとくに人間仲間の声(話し声)
に注意を向け，その情報を言語という観点から能
率的に記憶し，処理することができるわけである.
それは，個体の維持と種の存続に不可欠な機構で
ある 17)
特定の音に対する感受性は，このように種に遺
イ云的にイ席わっているものばかりではない.たとえ
ば，おかあさんのお腹の中でずっと快い心樽音を
聞いて成長した胎児は，生まれ出てからも同様の
音に心の安らぎを感じるという事実18)が示して
いるように，音に対する感受性には自然的，文化
的環境によって開発される部分も少なくない.
こうして，聞かれる音には心理的にみて千差万
別の意味や価値が生じることになる.遺伝的なも
のにしろ，刷り込み (Pragung)によるものにし
ろ，生物の生存に直接関係した音にはもっとも大
きな価値と容易に消し去ることのできない意味が
あたえられるが，一方，微妙な自然的・文化的環
境に由来する聴覚的感受性は，環境やシチュエー
ションによっては容易に変わりうる可能性をもっ
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ているであろう.その両極端の聞に，音にたいす
る多様な感受性のありかたが存在している.
物理的なノfラメーター (音の高さ，強さ，音色
等)における差異を別にしても，聞かれる音は，
けっして平等に聞かれるわけではないのである.
6 .聴覚の美学
音楽は，こうした聴覚的世界の多くの特徴の上
に成り立ってる.聴覚にもとづく音楽という芸術
が，他の芸術ジャンルと著しく異なっていること
は，過去において多くの芸術家や思想家によって
指摘されてきた.学としての美学が成立し，近代
的な芸術学の研究がはじま った18世紀以降の時代
において， ドイツ ・ロマン派の文学者や思想家た
ちは，音楽芸術の特殊性や優秀性の主張を，しは、
しば聴覚の問題とからめて論じている.たとえば，
W.シュレーゲルは， r耳は，感覚器官のなかでも
っとも 内面的な器官であるJ19)ととらえている
し，またウーアッケンローダーは， r一つの声だけあ
るが，ことばはない一一一このように最初の人間は，
ことばを発見する前に，その感情を表現したので
あったろう .これがあらゆる音楽の，もっ とも根
源的なものである.感情や思想、，快楽や痛苦の，
もっとも直接的な外化であるJ20)， と述べている.
こうしたロマン派の文学者たちの考えを受け継ぎ，
深〈聴覚の世界に根ざした音楽の本質を真正面か
ら論じたのは，ショーペンハウアーとウ、アーグナ
ーであろう .
ショーペンハウアーによれば，変イじし現象する
この世界の根抵には，盲目的な生存への意志が存
在する.盲目的な意志は，個々の生物においては
生きようとする意志，自己保存の本能としてあら
われるが，われわれが認識している外界とは，こ
うした根源的な意志を時間，空間という悟性の形
式や因果律を通してわれわれ自身が表象した世界
にほかならない.ほとんどの芸術は，生来の欲求
から脱却して個人的関心をはなれた，純粋に認識
する主観となった人聞が，表象の世界においてあ
らわれたイデア的なもの(根源的意志にもっとも
適合した表象)をとらえ，模写することによって
生み出される.しかし， 音楽だけは，イデアの模
写ではなく ，あらゆる表象形式を介さない意志そ
のものの模写である，とされている.音楽に関す
る彼の考えがもっともよくあらわれている部分を，
以下に2か所引用する.
音楽はほかのあらゆる芸術からま ったく 切り離
された独自のものである.音楽は世界にある存
在物のなんらかのイデアの模写や再現とは認め
られない.それでいて音楽はまことに偉大なま
た並外れて素晴らしい芸術であり，人聞のいち
ばん奥深いところにきわめて力強く働きかけて
くる.音楽は人聞のこのいちばん奥深いところ
であたかも普遍的な言語ででもあるかのように，
人間によ って全面的にまた奥深く理解されるの
である 21)
音楽は，イデアを媒介とせず，イテアをとびこ
えて しまうものだから，音楽は現象する この世
界からさえ完全に独立し，端的に言って現象す
る世界を無視しているのであって，たとえこの
世界がぜんぜん存在しないとしても，音楽だけ
はある程度までは存在しうるとも考えられるほ
どなのである.こんなことはほかの芸術につい
てはけっして言えないことなのだ.というのも
音楽は，意志全体の直接の客観化であり，模写
だからである.…・ ・…ほかの芸術は影について
語っているだけだが，音楽は本質について語っ
ている 22)
ゥーアーグナーは，音楽は「意志の直接の客観化」
であるとするショーペンハウアーの思想を，人聞
の発する「叫びjを引き合いに出しながら，われ
われの聴感覚にむすびつけて具体的にのべている.
音楽においては，外部の世界は，比類なく理解
しやすくわれわれに語りかける.なぜなら外界
は，われわれがもっとも奥深い内部そのものか
ら外界によびかけるのと全く同じものを，聴覚
を通して響きの作用によってわれわれに伝える
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からである.聴かれた音という客体は，発っせ
られた音という主体と直接に一致する.われわ
れは，いっさいの概念的仲介なしに，耳にした
助けをよぶ叫び，嘆きの叫び，喜びの叫びの語
ることを理解し，これに相応した意味でただち
にそれらの叫びに答える.われわれが発した叫
び声，嘆きや喜びの声音は，意志的情熱のもっ
とも直接的な表明であるがゆえに，われわれは，
聴覚を通じてわれわれに迫る同じ声音を，同じ
情熱の表明とじて，さからう余地もなく理解す
る23)
ここで、ウ、、アーグナーの言う人聞の「叫ぴ」は，い
うまでもなく前に論じた動物の声と同列に置かれ
るべきものである.人聞が恐怖につけ喜びにつけ
発する叫ぴ，概念的な意味伝達とは異なる主観・
客観の区別をこえた直接的理解に達する叫びは，
動物の発する声，すなわち伝達的意図のないその
時々の気分の反映であり，おなじ仲間をもそれに
同調きせずにはおかない誘発力をともなった動物
の声と同じ生物的基盤にもとづいている.人間も
ふくめた生物にとって常にアクチュアルな存在で
あるそうした聴覚の世界は，音楽のなりたつ根底
であり，生気あふれる音楽のいわばエネルギーの
源なのである.
7 .音楽と聴覚
これまで，音楽の素材としての音の心理的特性
について，人間をふくめた広い動物学的視野から
考察してきた.聴覚の世界には，さまざまな音が
存在し，その意味や価値によって人聞の内面に生
き生きと作用する. しかし，それらの音が人間に
とって真にアクチュアルな存在として強い影響力
をもち続けるためには，そのなまのままの特性を
保持していなくてはならない. ところが，今日，
放送メディアや音の再生技術の発達と普及によっ
て，多くの場合，音は「なまのままの音」から「加
工された音J，I抽象的な音」へと変化してしま っ
たように思われる.
現実に聞こえてくる「なまのままの音」は，外
界における一度かぎりの出来事の情報を伝える音
として，独特のアウラをともなっている.こうし
たアウラをかたちづ‘くっているのは，未来にむか
つて刻々と歩みをすすめていく，生きた現実とい
うシチュエーションと，音源の特性や距離感など
をそのまま反映したなまの音の特性であろう.ァ
ウラの問題は別として，こんにちの高度に発達し
たテクノロジーを用いても，現実の音をそのまま
記録し再現することは厳密、にはむずかしい. しか
し，われわれの音にたいするイメージ(ひいては
音楽にたいする感受性)を大きく変えてしまった
のは，音響のテクノロジーが原音を忠実に記録・
再現することよりも，むしろ音の加工や変化を志
向している点に原因がある.つまりテクノロジー
は，音をわれわれのこじんまりした生活空間に適
した聞きやすいものに巧みにつくりかえることに
よって，音と音楽の商品化に寄与したのである.
音楽においても，その衝撃的な強きで聞く者を
圧倒し，恐怖心を与えるように意図された音があ
るが，こうした音はアパートの狭い一室で聞くに
は大きすぎるであろうし人が日常生活の意識の
なかで好んで心底から震憾させられるような聴体
験をもとめるとも思われない. しかし，このほん
らい衝撃的な音をかりにボリュームをしは守って聞
いたとしたら，その音楽は単に音楽の平板な表象
像でしかなくなり， じかに感覚に訴えかける生き
た音楽であることをやめてしまうであろう 21)
また，われわれの音の体験は，たいていその音
源の体験と結びついている.自然な状況で音を聞
く場合，人は常にその音源の近くにおり，関心を
その音源へと向けるからである.その意味で，ラ
ジオを通じて聞こえてくる音は，それ自体がすで
に抽象的な音だといえる.I抽象化された音」は，
いわば脱感情化され，意味伝達を旨とする言葉が
そうであるような記号の性質に近いものとなる.
つまり，ラジオやレコードの音は実際に鳴り響い
ていても，それは書かれたテクス卜としての楽譜
に無限に近つ。いていくのである.
こうした「抽象化された音」にもとづく音楽は，
われわれの生きる現代の音楽のひとつの姿をしめ
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している.それが音楽のあるべき姿としてふさ わ
しいかどうか，その当否についてはここでは問わ
ない.ただそれは，聴覚の生物学的，心理的特性
をもって音楽の本質を根拠づけようとするわれわ
れの論からすれば，ほんらいの聴覚からだいぶ遠
ざかってしまった音楽であることをみとめないわ
けにはいかない.その意味で，部屋のかたすみで
スピーカーをとおしてひっそりと聞かれるウ、アー
グナーの音楽は，ウやアーグナーの意図した音楽の
色槌せた姿なのである.
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